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会議録 令和 6年 2 月 15 日(木) 場 所 3 階 第 5 研修室

会 議 名：第３回議会改革調査特別委員会

出席委員：平野委員長、廣瀬副委員長、東出委員、竹田委員、新井田委員、安齋委員

相澤委員、吉田委員

欠席委員：なし

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ：又地議長

会議時間 午前 9時 30 分～午前 11 時 45 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

平野委員長 定刻より若干早いですが、これより第３回議会改革調査特別委員会を開会い

たします。

ただいまの出席議員は８名でございまして、委員会条例 14 条の規定による委員定足数に

達しておりますので、会議は成立いたしました。

それではさっそく会議次第に沿って進めていくわけですけども、みなさんに事前配布し

た会議次第と、その他特別委員会に関しての配信は目にしていただいてると思いますが、

まずは今回の調査事項の１番目といたしまして、先月行いました、議会懇談会、Ａ班Ｂ班

に分かれて、それぞれの班で様々な意見が出された部分につきまして、今日は例えば、定

数と報酬がメインだったんですけど、当初の約束どおり補欠選挙が終わってからその議論

を具体的に進めていくということでしたので、今日どうするこうするという「決」には至

りませんけども、その懇談会を経たなかで、みなさんが感じた、どうしなければならない

とした意見を各委員から吸い上げたいなと思いますので、お一人ずつご意見を伺いたいと

思います。順番としては、東出委員から時計回りでよろしいでしょうかね。東出委員。

東出委員 委員長からのご指名ですので、８箇所においていろいろと住民から、叱咤激励

または、苦言等を受けたとみなさん感じたと思います。そのなかで自分はですね、大きく

２つにまとめていました。８箇所の会場を一通り、何回か反復しながら見たんですけども、

まず１点目、我々議員に対してですね、議員活動が見えないのではないかと、お前ら何や

ってんだと、いうのがこの８会場の中であったと思います。ただ、私は日頃から思ってい

るのは、住民に言われて当たり前と言ったら語弊があるんだけど、我々は、自分の議員活

動のなかで、当たり前だと思っているんですよ。ということは何かというと、議員活動が

見えないという中では、いろいろな行事に顔を出していないとか言われているんですけど

ね、我々日頃住民と会った時に、「おい元気か」とか、「今何やってた、身体の調子はいい

かい」とか声かけをしてるはずなんですよ。その他に、「何か困ったことないか」とか、な

んとか声かけはしてると思うので、私は住民に、「議員なんて何もやってないんじゃないか」

って言われた時には、反論はしなかったけど、自分はそういう思いでおりました。それか
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らもう１点なんですけど、やっぱりこういう懇談会とかに行けば、議員に対しては、語弊

のある言い方になるんだけども、よし、この機会になんとかあれしてやろうという対抗意

識、対抗意識っていうのは語弊があるかもしれないけど、よし、この機会にちょっとあれ

してみようかという。それは、ある意味では、当然だと思うし、裏を返せば、叱咤激励を

してるのかなっていう捉え方は私はしました。あと、一番大きかったのは、札苅ですね、

今日モニターさんもいないから言うんですけども、「お前たち何も物差しも持ってこないで、

ただ俺たちに声を聞いてくるのか」と、何も物も持たないで、我々にどうしろって言われ

たって、我々も答えようがないという言い方をされたと思うんです。どこの班もそうだと

思うんですけど、ただ、副議長も言ったし、司会の平野委員長も言った。今回は前回の反

省を含めて、ゼロからのスタートなんだと、住民の声を聞かせてくれよと、言って投げか

けても、「お前ら物差し一つ持ってこないのか」と、「自分らで決められないのか」という

あれがあったってことは、自分は反省する気もないし、真摯に今回は住民の声を聞きまし

ょうと、いうことで動いたんだけども、なかなかそこを理解してもらえなかったっていう

のは、残念だと私から言わせれば残念です。また、そのなかで半面、歳費に関しては、あ

る住民から、あなたたちから歳費を上げろというのは、それはちょっとあれだねと、格好

付かないよなと、早く行政にこのことについての、報酬審議会をどうやって、立ち上げさ

せるかっていうのを、あなたたちが、考えたらいいのではないかという意見をもらってま

すのでね、それらのものを含めて、今回の自分なりの思ったことでございます。裏を返せ

ば、我々に期待してるのかなという意味でも、私は受け止めましたので、私の４会場回っ

たなかでの感想っていいますか、私はそのように感じてきましたので、私としての報告で

す。

平野委員長 メインとしての定数と報酬については、決して「決」をとるわけではないで

すけども、その部分については、ズバリどう本人なりに感じたか付け加えていただきたの

ですけれども。

東出委員 そこまで言えってことですか。

平野委員長 たとえば単純に、減らすのか、何人がいいとか、報酬は上げた方がいいとい

う意見が多かったなという程度の。

東出委員 私は定数は減にしていかなきゃならないだろうと。

平野委員長 先ほどの報酬審議会の話が出てたということは、上げるためのということで

いいんですよね。

東出委員 という部分では、報酬はある程度上げても、と言えば語弊があるんだけども、

上げた方がいいのかなと。

平野委員長 分かりました。続いて竹田委員お願いします。

竹田委員 総じて言えば、東出委員と同じです。ただ昨年の改選期後の１減になった時点

での、やっぱり分析っていうか何らかをしてこなかったっていう部分がやっぱり指摘を受

けたと。それと昨年の懇談会から、今回の懇談会、地区によっては、それぞれ、考えとい

うか提言してることや訴えてることも違うし、それぞれの差はあるけど、昨年の報告では

なく意見を聞くっていうことに今回切り替えたんだけども、そこらへんが理解をされてい

ないというふうに受け止めました。今回、目の前にきてる補欠選挙がどうなるのか分から

ないけど、それを踏まえて、定数についてはガリッと提案しなきゃないのかと。町民サイ
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ドからすれば、いくつか我々回った地区でも、やっぱり１減になった時点で、何も議会と

して、検討も議論もしなかったのか、それで懇談会で、定数割れしたら、議事録であれか

らすれば、我々その辺の可能性はなかったのかなという反省。当然そういうことからすれ

ば、定数の削減、報酬については、これから縷々いろいろな定数についても、根拠という

か、定義づけをするなかで、手順をふんで進めなきゃないだろうなと思います。

平野委員長 ありがとうございます。続いて新井田委員お願いします。

新井田委員 今回の懇談会はですね、概ねお二人の意見と同じです。ただ総じて感じたの

は、的をを得ていない。要するに議員に対する要望事項だとか逆に多くなってね、本来に

対しての意見というのは、あまり議論されていない、そういう状況であったかなと、運び

も当然あったんだろうけども、我々のアドバイス、意見等も含めてですね、その辺はちょ

っと説明不足の部分もちょっと感じますけども、総じてそういうことを感じましたね。１

会場では、議員のあり方だとか、町がどう変わったのとか、いろいろな話ありましたけど、

さっき言ったように議員が何してるのって、それはどこの会場に行っても、その辺はそう

いう経緯もあるってことで、受け止めなければならないのかなって、そんなふうに思いま

すけども、反面、やっぱり我々議会のあり方だとか、あるいはオープンにしてる部分を活

用していただくとか、そういう部分っていうのは、逆に、要望したいなって、そういう意

味では、広く透明化というか、そういうのも含めて、そういう部分も必要ではないかなと

いうふうに思います。定数に関しては私も、改選のなかで、減だということを決めた方が

いいよねっていう方の考えでしたので、おそらく補選のなかでどうなるかっていう部分あ

りますけども、おそらく減に対する思いは今のとこ私は強いです。報酬に関しては、各会

場の中で、やっぱり減らす中で、記録にもありますけども、概ね減った部分の、低下して

いくと、その部分が多く聞かされたように感じています。そういうことも有りかなという

ふうに思います。ただ、会場のなかでは、若い人とかですね女性云々もありましたけども、

報酬自体私個人的にはですね、今後我々議員の立場とすれば、本来お金じゃないんだとい

うことを説明しながら、ただ現状を鑑みるとね、やっぱり若い人、今後どうなるんだろう

かとか、女性の人がどうなるんだろうとか、私の言える範囲では言ってきたつもりなんだ

けども、そういう部分っていうのは当然大事になってきますんで、この記録にもあります

ように、やっぱり若い人を巻き込んでいかなければならない、我が町のためにとした部分

にしてはね、そんなことを、やっぱりあるんで、納得していただけるかどうか分からない

けど、そんなこともちらつかせながら報告して回った経緯です。上げるというか、そうい

う考えも必要だろうというふうに思います。

平野委員長 ありがとうございます。続いて安齋委員お願いします。

安齋委員 今回やったなかで、一番印象に残ってるのは、定数、報酬ではなく、その他の

項目のところで、議員と町民の間に距離感を感じるとういのが一番に残っています。やっ

ぱり確かに、普段からこういうことやってますよとか、そういう旨を紹介するような機会

もやっぱり少ないのかなって、紙ベースとか、ホームページで見てって言ってもなかなか

自分からは見にいかないだろうと、そういうことを考えれば、やっぱり積極的に議会側の

方からそういう場所をつくって、交流を深めていくようなことが必要なんだろうなという

ところを、何会場かで聞きましたので、必要があるのかっていうのが一番印象に残りまし

た。議員定数については、町民側からすれば、よく分からないという感じかなというふう
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に感じました私は。なかにはやはり、減らしたほうがいいのではないかという意見ももち

ろんありましたし、このままでもいいのではないかとする意見もありました。これはその

時の状況に応じて、改革委員会なりで議会側で決めていくべきなんだろうなというふうに

は感じました。定数と報酬については、これは全く別物というふうに考えています。なの

で、ある会場で、議員になるにはどういうやり方でどうすればなれるんだって、そういう

ふうな意見がありました。それについては私の経験からお話はさせていただいたんですけ

ども、そういうことについても、興味のない人は全く見ないでしょうけども、ある人にと

っては、実際ここの町で、議員として活動をするために、選挙に出るためにはどういうこ

とをしなければならないのかというのを、やはり知らしめるような方法が必要なのかなと

いうふうにも感じていました。私の意見としては、議員定数についてはやはり、他の実態

とも比べてみても、人口に対する議員の数、比率に応じて減らせばいいというものではな

いと思いますし、そこの町、町でこれくらいの人数はどうしても必要だろうという数はあ

ると思いますので、あとその役割なり、女性、男性の比率、年齢の比率だとかそういうの

を考えていけば、そんなにそんなに減らすということに関しては懸念をするところです。

報酬については、当然今のこの報酬であれば、若い人が今勤めている会社を辞めて挑戦す

るかっていうと、絶対やらないだろうという報酬になっています。当然ながら、そうなれ

ば何か兼業できるものを、別に仕事がある人でなければ、難しいんだろうな、女性であれ

ば、もし、結婚してるんであれば、旦那さんが勤めているのであれば、そんなに難しくは

ないのかなというところじゃないのかなと私は考えています。

平野委員長 それで結論は。報酬にしろ、定数にしろ考え方についてはこれまでさんざん

議論していますから、中身についてはこれみなさんの思いを話されるととんでもない量に

なっちゃうので、今回の懇談会を経たなかで、単純に感じた思いを言っていただきたいな

と思います。

安齋委員 町民の方から減らすってことについては理解をしてるかなって思います。私も

今この現状からいえば、１減なり２減なりっていうのはあって然るべき。報酬については、

どちらかというと上げた方がいいです。

平野委員長 みなさん同じ懇談会に出てるので、感じたことと言ってもみなさんとダブる

ことが多いと思うんですけど、そんななかかで単的に凝縮していただいても構いませんの

で、ご意見といたします。では、続いて相澤委員お願いします。

相澤委員 全体のなかで言われたのが、議員何やってんだっていう意見。その辺は反省し

なけらばいけない部分はあるのかなと思いました。議員定数に関しては、今回９人になっ

て、活動ができてるのかという形で問われたところがあります。大変ですけど、やらなけ

ればいけないことは、やらなきゃないし、なんとかもってますという話はしました。そう

いうなかでは、みなさんの中で、減らしたほうがいいような意見がなんとなく多かったよ

うな気がします。報酬に関しては、減らした分、その分上げてやればという意見もありま

したけど、それはまた次元が違うのかなと、私は思います。体裁で上げてやってもいいの

ではないのというか、上げてあげてもいいのではないのかという意見を述べられた方もい

ました。私としては、定数に関しては、１減はやむを得ないのかなというとろもあります。

それから報酬に関しては、意見を聞いたなかでは、上げてもいいというような意見も結構

ありましたし、そのように進めていっていいのかなと思いました。
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平野委員長 それでは吉田委員。

吉田委員 私の方からは５名で出席しました。ほとんど内容については、みなさんと同じ

です。人数については、今９人でやってるから９人でいいでしょうっていう意見が多かっ

たのかなって認識しています。それがこれからの議会改革の中で議論していく題材になる

んだと思っています。あと報酬につきましては、役場でやったのと健康管理センターの時

でやった話のなかで、今後の将来のやる人たちのことを考えれば、上げた方がいいでしょ

うっていう言葉がありました。ただし、議員を減らしてそして報酬を上げるっていうのは、

それは別問題だっていうことを言っている方もおりましたので、その辺を加味しながら、

今現在、９名でそして、補選がどうなるか分かりませんが、そのなかで、人数はどうする

かっていう議論、将来的には人口を加味したなかで、減っていくというのが、減らすって

いうのが、ベターなのかなっていう考えを持ってます。報酬につきましては、たぶんこれ

は、町民から言われたんですけど、個人でどのくらい上げたらいいのっていうベースを持

ってきてくださいとはっきり言われました。それを一番聞きたいということも言われまし

たので、その辺を加味して、みなさんでご検討いただければと思います。

平野委員長 定数を将来的にはっていう、将来っていうのはどこを見据えて。

吉田委員 人口ですね。３千人を切ったらやっぱり考えなければならないかなって思って

ます。ただ個人的な意見として言えない場だったから。

東出委員 今日はこの場だから、ざっくばらんに言いましょうって、そしてこれから特別

委員会を進めていくわけだから、あなたの腹を見せてくれないと。

吉田委員 懇談会のなかでも、私答弁じゃないですけども、質問されたことについて、自

分の中に常に法定議員定数、今はないですよ、ないですけど法定議員定数がベースになっ

ていますという言い方をしました。３千人だったら１２人なんですという話もきちっとこ

の中に書いてますし、そしてもう既に２人少ない状態で議会が運営されているということ

を現状話をしています。それが人数によってという考え方が私の持論です。

平野委員長 逆に増やすってこと。

吉田委員 増やすってことではないです。

平野委員長 暫時休憩します。

休憩 午前 09 時 58 分

再開 午後 10 時 00 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。現状維持がよいとの吉田委員の意見でご

ざいました。続いて廣瀬副委員長よりお願いいたします。

廣瀬副委員長 概ねみなさんのご意見と一致するところもありますし、ちょっとあれかな

と思うところもあります。まず感じたことは、非常にちょっとがっかりした。町民から聞

いたことでは、こんなにやっぱり見えてないのかなって、我々の見せ方も悪いのかなとも

思うんだけども、ただここにいる９名の方、それぞれ個別に議員活動をしてると思うんで

すけど、東出委員が言ったように、個別に会って話を聞いたりとする場面も多々あると思

うんですよ。ただ概ねみなさんの意見というのは、活動が見えないということで、何やっ

てんだお前たちみたいな部分があったときに、なんかかんかの方向で、お示しをしなけれ
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ばならないと感じました。最終的に定数に関しては、私はやっぱり減という思いです。報

酬に関しては増ということです。ただし、定数を減らしたから、じゃあその部分を報酬と

する考えは持っていません。定数は定数、報酬は報酬、それぞれにやっぱり根拠ね、定数

はこういう根拠で何人、報酬はこういう根拠でこうがいいだろうっていうものを、今後み

なさんで考えて、そこは示していかなければなとは思っております。それで現時点では、

ある程度、その根拠に関してはまとめたものはあります。ただこれに関しては、補欠選挙

が終わってから、だから１０人揃ってからの議論になるのかなと思っております。

平野委員長 ありがとうございます。冒頭申したようにですね、今日はみなさんの意見を

感じたことを聞くということであって、これに対しての賛否を「決」をとることでもござ

いませんので、これはまた今後、この話をベースに進めていきたいと思います。あくまで

オブザーバー参加ですけども、議会懇談会に出られましたので、休憩のなかで又地議長か

らも感じたことをお聞きしたいなと思います。

東出委員 委員長言わなくてもいいの。

平野委員長 いいですか、私が発言しても。私自身もですね、みなさんと同じ会場に出て

るので、感じたこともほぼ一緒です。このあとの議会改革特別委員会のなかでやらなけれ

ばならないことはですね、まさに議員活動が見えないと、このことを、いま現在もホーム

ページだったり、議会だより程度でやってて、十分だとは思ってませんけれども、廣瀬副

委員長同様そこまで、理解してもらえなかったのか、であれば、もっと対策をとらなけれ

ばならないなと、そのことについては、この議会改革特別委員会のなかで、しっかりとみ

なさんと協議して、どういう方法がいのかっていうのを一つ二つでも作り上げていきたい

と思いました。定数については、以前から言うように、私はやはり、今回の選挙で定数割

れという事実があった以上、当然減らすべきだと思ってますし、報酬についても、廣瀬議

員と同様ですけども、根拠をまずしっかりとみなさんで洗い出して、そのうえで、今の働

きぶりに、この１７万円が見合ってるのか、そこをまずみなさんで、協議したいと思って

います。私も廣瀬議員同様根拠は作っていて、上げるべきだと正直思っています。ただそ

の根拠をみなさんで共有して、そうだよねってことがみんなで図られれば、上げることに

ついての進めをしていきたいといま現在考えてはいます。私の考えは以上で、一応９名、

私を含め８名の意見はお聞きしましたので、休憩をとってですね、又地議長も懇談会に参

加しておりますので、感想を聞きたいと思います。暫時休憩とします。

休憩 午前 10 時 05 分

再開 午後 10 時 15 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。みなさん会議次第を見ていただくとです

ね、懇談会について検証したあと、今後の調査事項についてということで、みなさまから

お寄せいただいたことを協議するんですけど、その前にですね、議会懇談会の検証の中で、

報酬と定数はいったん置いときましたなかで、全員からほぼ出たと思うんですけど、今休

憩の中で、又地議長からも話されましたけれど、議会の見える化、どのように議会の活動

を町民に発信するかということを議題にあげてですね、今すぐにでもできることがあるの

であれば、取り組みたいと思っていますし、あと各会場で例えば、議員が選挙の時しか来
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ない、何をやってるのか分からない、それは議会全体ではなく、もしかしたら分かってる

議員がいるかもしれないし、ある一部の議員だけに言ったのかもしれない。その本心は分

かりませんけども、ここにいる全員が、そういふうに言われたつもりで、一人一人がです

ね、意識の向上と質を上げることを取り組むのはもちろんのこと、議会全体として、みん

なが共同のチームワークをとって、町民にどのように見せるかっていうことを作り上げる

ことが必要だと思っています。それで、みなさんから意見を伺う前に、以前に事務局から

提案のありました、この議会だよりのなかに、それぞれの議員の出欠表、例えば各種イベ

ントも含めて、それらを載せることによって少しでも、こういうのにも出てるんだねとい

うようなお知らせをお示しをすることはできるのかなと思います。タブレットを開いてい

ただいて参考資料をご覧下さい。こちらが、ここに載せてるのは、１月のスケジュールな

んですけども、これが完成形ではないんですけども、このような形の議員がどのように出

てますよというのを、議会だよりあるいは別紙としてとして載せるのかというのをみなさ

んで、ご意見を伺いたいなと思いますが。どなたかいかがでしょうか。竹田委員。

竹田委員 こういうものが必要なのかなという疑問。

平野委員長 いらないのではないかということ。

竹田委員 例えばいろいろな議会の委員会だとかそういのはいいけど、例えば寒中みそぎ

に出たとか出ないとか、町民からすれば関係ない話だ。こういうのを町民にお知らせして

なにやるんだろう。このことが見える化になるんだっていうのなら別だけど。

平野委員長 竹田委員の意見は分かりました。他どうでしょうか。東出委員。

東出委員 今竹田委員がおしゃったとおり、私はこれはいらない。ただ今日言おうか言わ

まいか思ってたんですけど、議会だよりにね、何らかの形で、みなさんの名前を載れるよ

うにした方が、返って今みんなね、議会だより、自分の中では一字一句見てるんですよ結

構。それで私は、１６分の１６ということは、１期４年間で４回の定例会がありますよね、

そうすると１６分の１６ですよね、１年過ぎたから１６分の１２だ。やはり議員である以

上、自分の考えを示す最大の場面は、一般質問だと思うんですよ、もう１年過ぎて４つが

ないからあと３年だ、３×４＝１２でしょ。やっぱりそのなかでね行政と議会の特権でや

っぱり一般質問だと思うんですよ、これをやっぱり活発にやっていけば、そういう心構え

をもっていれば、いいんじゃないかなとの思いで私は、議会だよりを使うのであれば、有

効に活用するためには、一般質問よりないだろうと思っております。

平野委員長 他のかた、この参考資料の部分についてはいかがでしょうかね。新井田委員。

新井田委員 私もですね、ここまで詳細にですね出す必要はないのではないかと、要する

に、私の個人的な判断でいくと、今回の懇談会では、議員さん一体何してるんだいと、そ

の言葉っていうのは、別にみそぎに出たよとか、あそこの会場に行ったんだよってことで

はないと思うんですよね、個人的な考えですよ。だからそういう部分でいくと、ここまで

詳細に出すことでもないのかなと、だから議会活動として、議会があって我々がどう取り

組んでいるのか、確かに東出委員がおっしゃったように、一般質問だって当然あるだろう

し、ただ一般質問のあり方だってね、やっぱりここまでの社会情勢になってくると、今後

の展開をみるとですよ、若い人がとか考えるんだけども、逆にそういうことが苦になると

いうこともないわけではないと思うんです。年に４回の定例会があるなかで、お前は出な

いのかとか、定例会ありきじゃなくていろんな活動というか、感じてもらえる、そういう
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活動の方法ってあるのかなって思う。例えば、アンケートでどう思うだとかね、適切かど

うか分からないけど、そういうことだって、いいんじゃないかって思うんです。だからこ

こまで詳細じゃなくて、各委員会だとか、そういう活動もあるし、ぜひいろんな展開をや

ってるんだと、いう部分で、詳細に関しては、町の人がみれば分かるんで、こういうもの

ではないのかなと思いました。

平野委員長 今たまたま３名のから順次お伺いすると、こういう記載はいらないぞと、い

うご意見だと思うんですけども、懇談会含め、町場の話を聞いた議員さんの姿が見えない、

なにやってるか分からない、というのはこういうイベントを含めて私は聞いてると思うん

ですよ、例えば、寒中みそぎに行ってスタッフ係をやったとかではなくて、行事に実際顔

を出してるのかだとか、産業まつり一つにしろ、そういうところに行かれてますよね、で

もたまたま会わなかったら、議員の顔一人も見なかったとか、チューリップの公園に議員

なんか来たことないよ、来たことないわけではなくて、行ってるんだけども、たまたまそ

ういう風に言われる方と会わなかった、そういう方々の反対意見を、防ぐって訳じゃない

ですけども、実際にこのように出てますよって、いうお知らせをした方がいいんじゃない

のかなっていうのが、事務局長が作ってくれた今回の提案ではあったんですけども。安齋

委員お願いします。

安齋委員 私もここまで必要ないと、書き方によるのかもしれないですけど、これは表向

き出てるものという捉え方だと思うんです。それ以外にも、陰ながら参加している部分と

かもありますので、そういったものが反映されていないのであれば、私は必要ないと思い

ます。

平野委員長 ここまで４名の方にお聞きしました。今見せ方が大事だよって、懇談会のな

かかで、でもこれはいらないよと、じゃあどうやって見せ方のあれをするんだって、例え

ば新井田委員が、詳しく定例会やそれ以外の議会活動もっておっしゃいましたけども、そ

れってもう既に発信はしてますよね。どのような日程で、どのような取り組みをしてるっ

て、でもそれが足りなくて、もう一歩ももう二歩も、進んだ見せ方をしなければならない

となった時に、今具体的に出たのは、東出委員がおっしゃった一般質問の回数をって、そ

れは一つ今までよりは多く出た話だけれども、それだけではやっぱり町民のみなさんの見

える化までは正直繋がらないのかって思っています。

新井田委員 今委員長からですね、広報だとかね、議会だよりだとかそういうものだけで

はないといった表現だったんですけども、逆に町民のみなさんが、有権者のみなさんが、

思い入れを持って見てくれてるのかなと、出せばみんな見てくれてるんだろうなって、我

々は編集した委員なんで発行をしてるわけなんですけども、しかしながら概ね素通りされ

てるっていうケースが大半じゃないのかなと、そういう部分でもっと、そういう部分をど

うするんだと、せっかく一生懸命作ってきたものが、素通りされて、あまり中身を見られ

ていない。その辺をもうちょっと何かしらのアピールをしていかなきゃダメなんじゃない

かなって、そうすると、こういう部分をあまりオープンにしなくてもいいのかなって気も

しますし、これは個人的な考えですから、いろんなみなさんの考えはあるんだろうけども、

そういうものを私は感じています。ですから、一般質問もそういう意味では大事なんだろ

うけども、やっぱり来てくれる、見てくれるという行為が、あまりにも今少ないですよね、

だからそういう部分を、どうすれば、一人でも多くのみなさんが、足を運んできてくれて、
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こういう広報紙なんかもきちっと見てくれて、というような思いでございます。難しいと

は思いますけど。

平野委員長 新井田委員おっしゃるのは最もだと思うんですけど、木古内町全体の町民を

見渡すと、大方見てない人が多いと私も感じます。ただそうではない考えの人もいるかも

しれません。ただ、今回懇談会に出られて、行動が見えないと、あそこまで懇談会に出ら

れて話す方は、ほぼほぼの方が見てます、議会だよりを見たうえで、この発言をしてると

思うんですよね。

東出委員 委員長が言ってくれたんだけど、私は議会だよりは、結構な人に見てもらって

いると思っている。話を聞くとね。私は一つの例として一般質問と言ったのは、見てくれ

てるんですよ、結構、だから私こういう発言をしたんですよ。あとは新井田委員と同じ考

えなんですけど、議会に傍聴なりに来てもらうことを、我々は考えていかなければならな

いのかなって思うんですよ。

平野委員長 はい、新井田委員。

新井田委員 今議会だよりとかですね、広報紙に関することがでましたけど、今回の議論

の対象になっているというのは、８会場で９０人の方が来てくれたよというなかで、委員

長おっしゃったように、我々が発信しているものを見て、いろいろお話をされてるんだよ

っていう話だと思うんです、じゃあ仮にですよ、３，６００人にいて、生産性のない方も

あるけども、ある一定のレベルの人が、見てるって何％くらいにあたるんですかね、９０

人の方が仮に見てくれた、というようなことかもしれない、そういう中でこういうお叱り

だとか、ご意見をいただいているんだけども、私は、先ほど議長が言ったように、その辺

の調査もやっぱりすべきじゃないのかなって思うんですよ。そんなふうに感じました。

平野委員長 今は議会だよりに特化した話になっていまして、このイベントを載せるかど

うかっていう話をまず半分の方に聞きましたけど、一応ですね、これを載せるとプラス議

員の活動として、これまでも懇談会やってますよね、コロナ禍で中止してた期間もありま

したけども、これを町内会単位で２班ずつやるとかではなく、茶話会的な喫茶店を開いた

らどうだとか、そういう意見も出てたので、そういう全員の議員が回るのではなくて、２

～３人ずつの班を組むのかどうなのか、そいうい町民とのふれあいの場を、この後提案を

しようと思っていました。そのことについては、またみなさんからご意見をもらわなけれ

ばなりませんので、順次この話もみなさんに協議していただこうと期待する思いで、言っ

たんですけども、それ以前に同じく進めなければならないのが、やはり誌面としての、み

なさんへの見える化だと、私含め思ってますので、この形が完成形ではありませんけども、

何らかの形で提案しなきゃなないなと、見せなきゃなないなという思いがありました。引

き続きですねその見せ方についての、ご意見をこの参考資料も含めて、お聞きしたいと思

いますけど、相澤委員いかがですか。

相澤委員 議会だより実際、委員会でやってみて、たまにというか節々にこういうのを載

せた方がいいのではないかとした意見があったのは確かです。それで、私も管内全部見た

わけではないですけど、ちょこちょこ他の議会だより見せてもらってました。そのなかで

はやっぱり、各委員会の部分を載せてるのが多かったみたいです。私の見解としては、さ

てそれをどういうふうに載せるか、それともそんなのは載せなくてもいいんじゃないかっ

ていうことに関しては、私も揺れている部分があります。今の状態では言えないです。
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平野委員長 吉田委員どうでしょうか。

吉田委員 今回の議会懇談会のなかで、みなさん先ほどから言われたとおり、何をやって

るんだって、見えないっていう言葉が多かったですよね、そういう意味で、委員長、副委

員長と事務局で作ってくれたんですけど、正直言って何してるんだって言われた時に、も

う口頭でしゃべるしかなかった、もうだいたいそれがこのなかに入ってるんです、でも今

回の議会懇談会の一番どこが議員がなにをやってるのか見えないっていうんであれば、こ

れはやっぱり出すべきなのかなって気持ちしてます。これを出さないで、またやっちゃう

と、次の懇談会どうなるか分かりませんけども、やった時にまた、なにやってんだって、

同じようなことがまた繰り返される。だから今回の議会懇談会を踏まえて、これは僕は出

した方がいい。

平野委員長 はい。廣瀬副委員長いかがですか。

廣瀬副委員長 今回事務局長が作ってくれたこの資料、私も出すべきだと思います。竹田

委員言うように、気持ちの問題であって、出席されているのかどうかっていうのは、やっ

ぱり町民が求めているのは、どういう活動をしてるのか、気持ちの部分もあってね、出る

出ないはそれはあれなんですけども、ただ議員として、要請があって出席案内があったと

きにやっぱり、出てるっていうのが現状で、だから議員はこういうものに出席してますよ

っていうのはお示しする必要はあるのかなとは思っております。と同時にですね、こうい

う活動、回数なのか、それともどういうのか分からないですけど、こういうものを示した

うえでですね、最終的に報酬なり、なんなりの根拠が作られれていくのかなと思っていま

す。

平野委員長 はい、ありがとうございます。私もですね、何かかしら載せなきゃないよね

っていう全委員から意見が出ると思って、次の段階として、じゃあどこまで載せるってい

う、イベント、プラス個人の活動もみなさんから集約して、それを載せようかって、いう

話をしようかって深まる予定だったんですけど、それ以前にいらないんじゃないかってい

う意見の方が多かったものですから、このあとの進みについては、いらないベースで、じ

ゃあこれ止めましょうねってなってしまったら、形として何を見せる、あれだけ見えない

って言ってた町民に対して、どこで見せるかっていう違う案をですね、出していただかな

ければ。竹田委員。

竹田委員 僕はこの議員の活動というのは、行事だとか、一つの地域貢献、そういうなか

での数が問題ではないと。悪いけどこの参考資料にあるように商工会の新年会、我々に案

内来たなら別だよ、来ないで議員として出てるのか、商工会員として出てるのかいうこと

からすれば、非常にこの参考資料はどうなのかな。例えば、一昨年の予算委員会での町長

総括、７件の町長総括が上がって議論した。そういうやっぱり議員としての、活動ってい

うか、活発なそういう部分を町民にそれを知らしめる、それがやっぱり議会が、議員さん

が頑張ってんだなっていうことが、やっぱり見える部分になるのではないかと、僕は行事

に出た数の問題ではないと思う。

平野委員長 ちょっと今回の参考資料自体が議長に案内がきたものだったり、事務局長が

知り得る部分だったりとか、ちょっと偏っているのはご理解いただきたいと思いますし、

また、偏って竹田議員おっしゃっるように、案内きてないのに○が付いてないってことは、

サボったのかって思われますから、その表示の仕方も含めて、これがもちろんさっきから
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言ってますけど正解ではなくて、何らかの形でこういうのをベースに見せるってのが必要

ではないかなってことは理解いただきたいと思います。ただイベントではないっていう意

見はお持ちだってことは、今の意見ではお受けいたしました。例えば、町長総括だったり、

たまたまその年は、そのようにみんなで件数あるから分散して協力してやろうよって、ま

さに、この木古内町議会が行政に対する町政を問う素晴らしい議会だったなと思うんです

けれども、そういうのが無いとき、何を見せれるのって言われたら当然一般質問だったり、

常任委員会での各委員の発言だったり、まさにこれまでと変わりないですよね、だから代

わった部分で、何を見せるかっていうところに取り組まなければ、今回の懇談会の町民の

意見に応えたっていうところにはいかないと思うんですよね。なので、代案じゃないです

けども。東出委員。

東出委員 私がね、冒頭に議員何やってるか見えないっていうのを話したのは、私は、こ

れまでやってきたなかで、やっぱり日頃からのね、住民と接する機会っていろいろあるわ

けですよ、町内会活動だとか、町に出てきたりだとか、なんかの集まりとかあるわけでし

ょう、その時に私は大事なのはね、声がけだよって思ってるわけ、一日いっぱい誰かうち

にいるわけないわけさ、誰かかれか知らない人、対人いるわけですよ、その時の声がけ、

つまり、あれ久しぶりだね、元気かいとか。

平野委員長 東出委員、話の途中申し訳ないんですけど、それは先ほど申したように、個

人の議員が益々意識を高めていくべきことで、考えは同調します。ただ今は、このチーム

として、どうやって見せるか、だから先ほど言ってるように、町内会で東出議員は鶴岡地

区、例えば、新井田議員は泉沢地区、その地域の人たちにしてみると、この人何もやって

ないっていう意見は出ないと思うんです、そうではなくて、議会全体として、町民の方に

活動内容を示せることを今、土俵に上げてるので、だから声かけは大事なことですけども、

それをみんなで頑張ろうねってことは、今回の懇談会での見える化の答えになったとは難

しいので、それはあらためてみなさんが意識を高めてやるべきことだと思います。先ほど

申したようにこの掲示を止めるのであれば、どういう形で見える化をやるか、これを載せ

ないよ、でも他の案は知らないっていうのであれば、何もやらないのと一緒だと思うので、

なにかかにかの、これをやらないのであれば、違う見せ方、それが先ほどちらっと言った、

懇談会だけに特化して、懇談会の数を増やしていくのがまず見える化だろうっていう意見

なのか。竹田委員。

竹田委員 この参考資料、これが決まりみたいな言い方するけど。これをこうしましょう

っていう議論なら分かるよ、いいんですか悪いんですか、そういう問題ではないと思うん

だよ。これはあくまで参考資料で、活動を見せるために、こういうものも必要でないって

いうことで、事務局が作ったもの、それをこれからの、議会改革のなかでさ、これをどう

するんだっていう議論になるでしょう。

平野委員長 今はいらない、いらない、いらないで多数になっちやったら、この中身をこ

れからどうしましょうかって議論にいかないじゃないですか。今すでに４名の方から載せ

なくていいよって、であればこの話もう終わりですよ、だから、言ってるじゃないですか、

これを載せないのであれば、町民に見せる形として、代案を出して下さいって。暫時休憩

します。
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休憩 午前 10 時 42 分

再開 午後 10 時 59 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。先ほどのですね、参考資料をみなさんか

らご意見を聞いたところですが、先ほど聞いたなかでは、載せなくてもいいという意見が

多かったんですけども、ちょっと今休憩のなかで、みなさんの意見をいろいろ聞きました

ところ、この記載のしかた、行事の内容も含めて、個人名も含め、これらを改善すれば、

載せてもいいのではないかとする意見をいただきました。何名かの方から、それでですね

今日この参考資料に変わる、提示できるものもありませんので、今日決めれるところまで

は至りませんが、町民のみなさんにこれらの行事には出てますよっていう案として、もう

一度この記載の仕方を、変えてですね、みなさんに再度提示をさせていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうかね。それを元にこういう感じだったら載せた方がいいねだった

りとか、それでもそうじゃないねっていう意見は次のときにまた、集約したいと思います。

それともう一点がですね、先ほど触れました、町民の方と直接接する議会懇談会、今回今

年と昨年については、定数と報酬の報告、今年については、町民のみなさんから意見を吸

い上げることの固執した、懇談会の開催の仕方でした。それで過去に遡ってみますと、そ

れぞれの経済団体とやった年でしたり、町内会単位でやった年でしたり、若者の会とやっ

た年でしたり、その年によって、ターゲットを決めた懇談会の開催をしてきたんですね。

そうなると一般の方が気軽に出てこれないんじゃないかっていう意見もありました、それ

で今後の懇談会については、町民の方と議会の活動を報告できるいい機会でもありますし、

そのような懇談会を議会改革の特別委員会のなかで、考えていくべきなのかどうなのか、

それらの案も含めて、そのことについてみなさんのご意見を伺いたいと思いますが、どな

たが如何でしょうか。全員じゃなくてもいいんで、何人かでもご意見を伺えれば。竹田委

員どうぞ。

竹田委員 懇談会のあり方、確かに先ほど議長からも話されたように、９０名、町民の意

見を伺った。先ほど委員長がちらっと話して、今回の地域のコメントでもあるように、議

会のこじんまりしたカフェ的な、例えば、出前町長室ではないけど、そういうネーミング

を含めて、考えてこじんまり、そういう部分でやってみたらどうかなって思います。

平野委員長 はい、ありがとうございます。それでちょっとすいません。私先走りまして、

（２）の調査事項のなかの、今後の調査事項について、みなさんからご意見を出していた

だいて、集約した資料がございます。そのなかにですね、懇談会の部分も入っておりまし

たので、調査事項（２）に移しまして、会議を進めたいと思います。今の参考資料から、

一つ上の今後の調査事項という表題のデータをお開きいただきたいと思います。今回は、

お名前は記しておりませんが、複数名の方から（１）から（１４）まで、見ていただいた

かた、今日初めてご覧になった方もいるかと思いますけど、これがこの議会改革特別委員

会のなかで、協議したほうがいいということで出されたご意見です。私としては、それを

やるやらないは別として、少数意見でも議題として載せるべきという観点から、この特別

委員会のなかで、（１）から（１４）まですべての項目を議題として、上げたいと考えてお

りますけども、そこの部分について、各委員よりご意見があれば、伺いたいと思いますが、

如何でしょうか。安齋委員。
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安齋委員 議題は議題として全部やればいいと思います。

平野委員長 はい、他どうでしょうか。はい、竹田委員。

竹田委員 僕は、先ほどの懇談会の総括の部分で出てましたけど、８番なり手不足、例え

ば、女性議員のための調査とか、こういうのはほんとに必要なのかなっていうふうに思い

ます。議長のお話でもあったように、若い人、女性にこだわる必要はないだろうという考

えも、それぞれのなかであると思う。ですから、ここはどうかなっていうふうに思いまし

た。

平野委員長 一つのことに固執するということではなくて、全体をまず表題として上げる

ことについては賛成ってことでよろしいですか。それでは今竹田委員が話したように、こ

の１４個の項目のなかで、より議論を多くしなきゃならないものもありますし、あるいは

大多数で、導入しないっていうことで、話としてはすぐ終わるものも含め、様々なものが

あるんですが、次のこの特別委員会ですね、それぞれの表題について、今後の進め方、あ

るいはどのようにしたらいいっていう意見をみなさまがたから、お聞きしていきたいと思

います。みなさんも調査事項をすべてお目通しいただてですね、次回の特別委員会の際に、

個人としての意見でしたり、提案をですね一つでも二つでも、考えてきていただければな

と思いますし、当然委員長、副委員長、事務局からの新たなみんさまへのご提案の資料も

多少ボリュームとしてつけていきたいなと考えておりますので、これらについては次回の

特別委員会で進めてまいります。そういうことでよろしくお願いいたします。それで今日

のスケジュールに関しては大体終わりました。それでできれば、次、先ほども申しました

けども、懇談会終わって半年も１年もかかって取り組むのではなく、すぐにでもできるよ

うなことは、少しでも早く取りかかりたいと思いますので、今のこの１４個の項目につい

ては、あまり特別委員会の期間を空けずに、またみなさんと協議する場を設けます。です

ので、そのスケジュールについても、まあまあ近い日にちを設定すると思いますので、み

なさんお忙しいところでしょうけども、そこについてはご理解をいただきたいと思います。

それでは、これを持ちまして第３回議会改革調査特別委員会を閉じます。みなさんお疲れ

様でした。

傍 聴：なし

議会改革調査特別委員会

委員長 平 野 武 志


